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2015年12月

取締役社長

トップメッセージ

小糸製作所は、 「安全を光に託して」の企業メッセージのもと、

｢光｣をテーマにお客さまのニーズを創造、社会の進歩発展に貢献

するとともに、株主・お客さま・従業員・取引先等、すべての

ステークホルダーとの共存共栄を図ることを経営の基本方針として

おります。

当社は安全で高品質な先進技術の開発に取り組む中で、

地球環境に配慮した製品の開発、提供に努めております。

省電力に優れたＬＥＤヘッドランプは当社が2007年に世界で初め

て実用化し、自動車の燃費向上、ＣＯ２削減に大きく寄与しています。

以降、ＬＥＤの輝度向上や小型軽量化、低コスト化などにより、現在

幅広い車種へ採用が拡大しております。

生産における環境保全活動では、負荷物質の低減を狙い、人と地球に調和する工場づくりを追求しており、

建屋構造においては自然換気や太陽光を最大限に採り入れた省エネ工場を実現しています。

生産設備においても、小型化・高速化等を図り、加工時間の短縮など製造過程における消費エネルギーの

大幅抑制に取り組んでいます。

小糸グループは、日本、及び北米・欧州・中国・アジアの世界５極に開発・生産拠点を有するグローバル

サプライヤーとして、国内外のグループ各社とともに環境マネジメント体制を構築し、世界各地域の環境課題

に対応した活動を展開しております。

これからも自動車照明器のリーディングカンパニーであり続けるために、「人と地球にやさしいものづくり」

を推進するとともに、企業倫理の重要性を認識し、経営の健全性、公正性を確保すべく、コーポレート・

ガバナンスの充実やコンプライアンスの強化に一層努め、企業の社会的責任を果たして参ります。

また、当社は東日本大震災以降、災害時における事業継続を図るため、南海トラフ地震の被害想定に

基づく被害の極小化と復旧体制の再構築に全社一丸となり取り組んでおります。

そして、この取組みが評価され、「世界初ＬＥＤヘッドランプの開発」が文部科学省より「平成27年度科学

技術賞」を受賞しております。これは平成25年の環境負荷物質を使用しない「水銀フリーディスチャージ

ヘッドランプの開発」に続き2度目の受賞となります。
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編集にあたって

本報告書は小糸製作所及び関係会社における環境保全に関する取り組み、及び一部社会的側面の取り組み

実績をまとめたものです。

●対象期間

2014年度（2014年4月から2015年3月）

●対象範囲

国内全生産拠点である静岡工場、榛原工場、相良工場、及び富士川工機工場、小糸パーツセンターを中心と

する小糸製作所の取り組み、一部国内外関係会社の取り組みについて記載。

●参考にしたガイドライン

環境省「環境報告ガイドライン2012年版」、「環境会計ガイドライン2005年版」
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環境保全の取り組み

推進体制 5

環境管理計画と結果

環境リスクマネジメント 6

環境教育の充実

環境監査

環境負荷低減活動

ものづくりと環境負荷 7

環境に配慮した製品 8

環境に配慮した生産 10

環境に配慮した物流 12

グリーン調達／グリーン購入

社会的取り組み

安全性への取り組み 13

労働安全衛生 14

コミュニケーション 16

社会貢献活動

小糸グループ環境活動 17

環境データ 20

事業拠点・関係会社一覧 22

目 次



小糸製作所 環境報告書2015 3

215,663 218,295 230,263 245,412 251,563 

428,977 430,929 
472,843 

597,502 

706,470 

0

200,000

400,000

600,000

2011年

3月期

2012年

3月期

2013年

3月期

2014年

3月期

2015年

3月期

単独 連結

（百万円）

5,076 6,906 

11,184 13,364 

23,360 

10,012 
13,391 

16,625 
21,378 

36,060 

0

10,000

20,000

30,000

2011年

3月期

2012年

3月期

2013年

3月期

2014年

3月期

2015年

3月期

単独 連結

（百万円）

15,836 15,682 17,611 18,085 19,574 

37,434 
31,725 

37,668 

49,506 

64,155 

0

20,000

40,000

60,000

2011年

3月期

2012年

3月期

2013年

3月期

2014年

3月期

2015年

3月期

単独 連結

（百万円）

4,277 4,205 4,176 4,162 4,152 

15,583 
16,212 

17,163 

18,742 
20,671 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2011年

3月31日

2012年

3月31日

2013年

3月31日

2014年

3月31日

2015年

3月31日

単独 連結

（人）

会社概要

株式会社 小糸製作所

KOITO MANUFACTURING CO., LTD.

創業年月日 1915年4月1日

設立年月日 1936年4月1日

資 本 金 142億70百万円（2015年3月31日現在）

主 要 製 品

航空機器部品
照明機器、電子機器、油圧機器、表示装置 等

その他製品
ヘッドランプクリーナ、法定船灯、LED応用製品 等

自動車照明器
ヘッドランプ､フォグランプ､
標識灯（リアコンビネーションランプ 等）、
ディスチャージバルブ、ハロゲン電球、
LEDバルブ、小型電球 等

事 業 内 容 自動車照明器、航空機器部品、
その他製品の製造・販売

営業利益

売上高

当期純利益

従業員数

標識灯

リアコンビネーションランプ

ヘッドランプ
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環境マネジメント

環境に対する取り組みの基本的な考え方

小糸製作所は企業活動の規範を定めた「小糸グループ行動憲章」にて、環境に対する基本的な考え方として

「人と地球にやさしいものづくり」をテーマに取り組み、地球環境保全に率先垂範することを明確に定めています。

それに基づき、環境活動の枠組みを示す「環境方針」を設定し、開発・設計、生産、調達、物流等の全分野を含む

環境マネジメントを展開しています。

また、小糸グループ国内外の関係会社も、環境方針の設定と環境マネジメントシステムを構築し、小糸グループ

一体となった環境保全活動を推進しています。

＜環境方針＞

小糸製作所は自動車照明器を軸とした全ての事業活動において、「人と地球にやさしいものづくり」を

追求した環境保全活動を推進していくことを基本とする

１．環境保全の目的・目標・方策を明確にし、小糸グループ全体活動として積極的・継続的改善に取り組みます

２．環境法規制等を遵守するとともに、環境課題を先取りした改善計画の策定と推進に取り組みます

３．環境に配慮した新技術・新商品の開発と定着に取り組みます

４．ものづくりにおける環境負荷、資源、エネルギーの使用を最小化し、環境問題の未然防止活動を推進します

５．環境目的を達成する積極的な人づくりを推進します

環境保全の取り組み

環境コミュニケーション

・双方向コミュニケーション強化

環境配慮の人材育成

・｢ムダと環境負荷｣の理解促進

小糸グループ環境管理体制の維持、向上

・PDCAによるスパイラルアップ

「ムダゼロ」のものづくりを通し、環境負荷を極小化

CO2 ・エネルギー 環境負荷物質 資源循環

小糸製作所は、環境保全の取り組みとして、「地球温暖化防止・CO2削減」、「環境負荷物質低減」、「資源循環」の

3つを最重要課題と位置付けています。また、環境負荷の極小化を目指し、従来から培ってきたムダ排除

の考えを環境活動全般に取り入れています。更に、この活動を小糸グループ全体へ展開しております。

環境に配慮した

製品

・省エネ、軽量化

技術の開発

・環境負荷物質の

管理と低減

・リサイクル設計の

推進
環境法令遵守

・法令動向の早期把握と対応

・工場環境規制値の監視

環境リスク管理

・環境リスク評価の強化

・異常処置体制の充実

環境に配慮した

生産・物流

・CO2低減

・ｴﾈﾙｷﾞｰﾍﾞｽﾄﾐｯｸｽ

・VOC排出量低減

・PRTR対象物質削減

・資源有効利用の推進

・廃棄物の排出抑制

環境管理
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環 境 委 員 会

環 境 保 全 委 員 会

エネルギー・CO2削減部会

環境負荷物質低減WG

リサイクル推進WG

環 境 監 査 委 員 会

（事務局）安全環境部

環境管理・監査システムの整備・向上

環境法令に基づいた環境保全施策の決定と対策の

協議、実現

環境関連委員会の統括と重要な環境課題の方向付け

各工場環境保全委員会

推進体制

小糸製作所では、「環境委員会」以下各種委員会を設置し、環境コンプライアンスの維持及び環境負荷低減の

継続的な活動を全社横断的に進めています。

工場排出物低減WG

環境管理計画と結果

環境目的
中期重点取り組み内容(１３～１５年度) １４年度環境活動取り組み結果

重点事項 中期目標 目標 結果

地球温暖化防止／

低炭素社会の構築

生産におけるCO2低減
15年度CO2原単位

：12年度比Δ4%

CO2原単位

：12年度比Δ2.7%

(CO2排出量

：60.5千t- CO2)

12年度比Δ2.8%

(60.4千t- CO2)

物流におけるCO2低減 ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位：年Δ1%
ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位

：13年度比Δ1%
13年度比Δ1%

環境保全と

環境負荷物質の低減
ＶＯＣ排出量低減

15年度ＶＯＣ排出量

：10年度排出量(456t)以下

ＶＯＣ排出量

：348t以下

337t

(13年度比Δ8.7%)

循環型社会への転換

排出物量の低減
15年度廃棄物原単位

：12年度比Δ1.5%

廃棄物原単位：

12年度比Δ1%
12年度比+ 11%

再資源化の推進
15年度再資源化率

：95%以上

再資源化率：

95%以上
95%

環境管理

グループ環境活動

の推進
グループ環境管理強化

グローバルな中長期

シナリオ策定

環境情報月報化

の展開

国内：11社

海外：11社へ展開

全社環境活動

の充実

環境教育の充実
コンプライアンスと

職場環境管理能力向上

コンプライアンス、

環境管理教育の充実

管理・監督者教育、

新入社員教育見直し

外来作業者教育実施

仕入先との連携推進 環境パフォーマンスの向上
調達方針の

理解促進
調達方針説明会開催

環境コミュニケーション・

社会貢献活動の充実

情報公開の拡充
グローバルな

環境情報の提供 地域社会との

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの継続

工場毎の懇談会等

開催地域社会との双方向

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ向上

地域社会との

相互理解促進

2014年度は中期重点取り組み（2013～2015年度）の中間の年となり、2015年度の中期目標達成に向け計画に基づいて

着実に取り組んでいます。2014年度の取り組み結果は以下の通りです。
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区分 内容

環境意識向上 ・小糸 環境 月間 行事 (毎年月)
・安全/環境かわら版（定期発行）
・職場安全/環境会議（毎月実施）

職階別教育 ・新入社員教育 管理監督者教育

専門教育 ・環境 内部監査員 教育
・公的資格取得推進教育
・環境重要設備作業従事者教育

外来作業者教育 ・構内作業時の安全／環境教育
（環境汚染・流出防止）

環境リスクマネジメント

小糸製作所では大気汚染防止や水質汚濁防止、土壌汚染対策等の環境法令を遵守し、環境リスクを最小化するため、

リスク管理（発生源の管理充実、異常の早期発見、緊急時の対応）を徹底して行っています。

上記活動により監視・定期測定で大気、水質、騒音、土壌/地下水において法規制/基準の範囲内であることを

確認しています。

リスク管理 実施内容

リ
ス
ク
回
避
・
除
去

・異常時、環境汚染の恐れのある施設、設備を特定

・特定された施設、設備の計画的な点検、修理
・環境ヒヤリの吸い上げと再発防止実施

・法規制値より厳しい自主管理値を設定

・自主管理値内で傾向管理
（法規制値を超える前に未然防止）

拡
大
防
止

・異常処置手順
・地域住民や公的機関等への連絡手順

・定期的な訓練実施

環境法令の遵守ための環境リスクマネジメント

環境汚染
予防

発生源の特定

発生源の管理

異常の
早期発見

自主管理値の設定

日常点検（監視・測定）

緊急時
対応

異常時対応手順設定

異常時対応訓練実施

環境保全活動をスパイラルアップするには、従業員

一人ひとりが環境に対する理解を深め、常に環境を

意識することが必要です。そのために環境教育、

啓蒙活動が非常に重要だと考えます。

環境教育の充実

環境教育体系

外来作業者に対する構内作業時の安全／環境教育

環境監査

【外部環境審査】

外部審査登録機関の審査により当社の環境マネジメントシステムがISO14001に

基づき適切に構築・運用していることを確認しています。

環境マネジメントシステムの運用状況を確認するため、「内部環境監査」と

「外部環境審査」を年1回実施しています。

【内部環境監査】

内部監査は、監査の独立性を確保するため、被監査部署以外の内部監査員

4～5名から成る監査チームを組織し、監査を実施しています。

また、内部監査員による自職場監査を実施し、継続的な改善と環境意識

の向上に努めています。

拠点名
初回

登録年月
最新更新

静 岡 工 場
2000年1月

2015年1月

小糸パーツセンター

榛 原 工 場
2000年7月

相 良 工 場

富 士 川 工 機 工 場 2003年1月

ISO14001認証取得事業所
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環境負荷低減活動

2014年度 実績

ものづくりと環境負荷

小糸製作所では、自動車照明器を中心に、より安全で快適な製品を提供するための生産活動を行っています。

しかしながら、ものづくりにおいては材料・エネルギーなどの資源を消費し、また大気や水域への環境負荷物質の

排出や廃棄物の発生を伴います。

小糸製作所は、ものづくりにおける環境負荷を低減するため、省エネルギー、化学物質削減、廃棄物量低減など

の取り組みを展開しています。

また、製品のライフサイクルにおける総合的な視点により、環境負荷低減施策を推進し、地球環境、地域社会との

共存に努めています。

下の図は、ものづくりにおけるそれらの投入量と排出量の全体像を示したものです。

製品

大気への
排出

CO2 ： 60.4千t

PRTR届出対象
化学物質： 143.6 t

水域への
排出

廃棄物

社外再資源化
熱利用 ： 5,858 t

PRTR届出対象
化学物質： 12.2 t

排 水 ： 328千t
(下水道排水量及び

排水処理場排水量)

ヘッドランプ
リアコンビネーションランプ
標識灯 他

排出量

製 造

再原料化

樹脂材： 441 t

組 立

部品加工
（樹脂成形・塗装・蒸着）

原材料

エネルギー

水

投入量

製品梱包

37,754t

1,404t

505.9t

樹脂材料

有機溶剤
塗料類

PRTR届出対象
化学物質

：

：

：

電力

都市ガス

LPG

重油

：

：

：

：

106,751

3,035

2,386

228

市 水 ： 285千t

工業用水 ： 715千t

千kWh

千m3

t

kl
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環境に配慮した製品

ＬＥＤヘッドランプはディスチャージヘッドランプの約40%の省電力となり、バッテリーの負荷低減に寄与します。

当社は白色ＬＥＤを使用したＬＥＤヘッドランプを2007年5月世界で初めて量産化し、現在までに高級車から小型車、

軽自動車まで様々な車種へ採用が拡大しています。

今後白色ＬＥＤの性能向上にあわせ、更なる省電力ＬＥＤヘッドランプを開発して参ります。

ＬＥＤヘッドランプ

省電力化

ハイブリッド車、電気自動車など環境対応車では、バッテリー負荷低減のため省電力化がますます重要となります。

当社は省電力化を強力に推進するため、他社に先駆けランプ光源のＬＥＤ化に取り組んで参りました。

小糸製作所は、環境への影響度が大きい「資源枯渇」、「地球温暖化」、「環境汚染」に着目し、持続可能な循環型

社会に向け取り組みを行っています。

製品の開発・設計においては、自動車燃費向上とCO2削減のため「省電力化」と「軽量化」を強力に推進するとともに、

「環境負荷物質の低減」に早くから着手する等、人と地球にやさしい製品の開発と提供に努めています。

標識灯は従来より白熱電球が使われていましたが、

LEDはこの白熱電球に比べて、小型、省電力、長寿命

のため、ランプの小型化、軽量化、省電力化が図れ、

自動車の燃費向上、CO2削減に貢献できます。

ＬＥＤ標識灯

LED標識灯の採用率

(%)
50

0
02年度 14年度

LED標識灯消費電力
（自動車１台当たり）(w／台)

100

0
白熱電球 LED

消費電力△90%

50

ＬＥＤヘッドランプの省電力化

ハロゲン
110W

ディス
チャージ

90W

消費電力(W/台)

LED光束

LED性能

５灯式
Ｌｏ１００W/台

３灯式
Ｌｏ６６W/台

２灯式
Ｌｏ５２W/台

１灯式
Ｌｏ４４W/台

LEXUS LS600h

トヨタ プリウスα ほか

ダイハツ ムーヴカスタム ほか

第1世代 第2世代

第3世代

第4世代

第5世代世界初量産化

１灯式
Ｈｉ＆Ｌｏ
６６W/台

トヨタ プリウス ほか

2007 2009 2011 2013 2014 2016・・・（年）

日産スカイライン ほか

LEDヘッドランプの
消費電力
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当社は1998年より、いち早く環境負荷物質の削減に取り組み、1999年には電球(ガラス)の鉛フリー電線に切り替えを

実施、そのほかメッキ部品の六価クロムフリー化、ＬＥＤの砒素全廃、ディスチャージバルブの水銀フリー化等を、積極

的に推進してきました。

ディスチャージバルブには、放電灯である蛍光灯等と同様に極微量ながら環境負荷物質の水銀が含まれていました。

当社は関係メーカーと共同研究を進め、従来と同等性能の水銀フリーディスチャージバルブと、水銀フリーに対応した

小型・軽量の点灯装置（バラスト）を世界で初めて開発し、2004年から量産しています。

これにより、小型車や大衆車にも採用が拡大するなど普及が進み、夜間走行の安全性向上につながっていること、

更に、この開発により世界的に環境負荷物質規制が進展し環境保全に寄与したことなどが評価され、文部科学大臣

表彰の「平成25年度科学技術賞（開発部門）」を受賞しました。

環境負荷物質の削減

当社は開発、設計、生産技術、調達が一体となり、部品点数削減、樹脂化等により製品の小型・軽量化に取り組み、

車両の燃費効率向上に貢献しています。

小型化・軽量化

ヘッドランプ部品の小型・軽量化

〔ＬＥＤヘッドランプ用機能統合ＥＣＵ〕

ＬＥＤドライバ、ＥＣＵ、リレー、コネクタなど、ヘッドランプに搭載する電子部品を統合したＥＣＵを開発、部品点数削減
による省スペース化、軽量化や組立工数低減などを実現しました。

〔ＬＥＤヘッドランプユニット〕

光学技術と小型ＬＤＭ※の開発によりＬＥＤユニットを２灯から１灯とし、大幅な小型・軽量化を実現しました。

ユニット重量

△60％

ＬＥＤ Ｃｏｍｐａｃｔ－バイファンクション（世界初量産化）

【従来品】
・ＬＥＤ２灯式ユニット
・ＬＤＭ別体

【開発品】
・ＬＥＤ１灯式ユニット
・ＬＤＭ内蔵

ハイビーム用
ＬＤＭ

ロービーム用
ＬＤＭ

ハイビーム用
ＬＥＤユニット

ロービーム用
ＬＥＤユニット

従来品 開発品

※ＬＤＭ：ＬＥＤドライバモジュール、ＬＥＤの点灯制御

【従来品】 【開発品】

部品総重量

△50％

従来品 開発品

ハイビーム用
ＬＤＭ

ロービーム用
ＬＤＭ

個別コネクタ

電源リレー

ボデーＥＣＵ
ＡＦＳ／レベリング

ＥＣＵ

部品点数

△82％

従来品 開発品
機能統合ＥＣＵ

ボデーＥＣＵ
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(千t-CO2) (t-CO2/百万円)

環境に配慮した生産

地球温暖化対策

小糸製作所の各生産拠点では、 「地球温暖化防止」、「環境負荷物質の低減」、「資源循環」の3つを最重要課題と

位置付け、「人と地球にやさしいものづくり」に取り組んでいます。

2000年度 2014年度

電気
65%

LPG
15%

都市ガス
10%

重油等
10%

エネルギー転換（構成比の変化）

排出量（千ｔ） ※1

CO2原単位（t-CO2／百万円）※2

CO2排出量・CO2原単位の推移

※1電気は電気事業連合会の受電端07年度CO2排出係数、
都市ガス・LPG・重灯油は省エネ法・温対法に基づく係数を
使用し、静岡・榛原・相良工場のCO2排出を算定。

※2 生産金額(百万円)あたりのCO2排出量(t-CO2)

電力削減活動

地球温暖化防止対策として、省エネルギーや生産効率の向上

など、エネルギーロスの低減に取り組み、CO2排出量低減を推進

しています。

2013年度から2015年度の3ヵ年計画において、2015年度までの

削 減 目 標 は 生 産 金 額 あ た り の C O 2 排 出 量 （ C O 2 原 単 位 ）

2012年度比△4%を設定しています。 2014年度は排出量を前年度

比1,700t-CO2削減し、CO2原単位は2012年度比△3％と、低減目標

を達成しました。

CO2排出量低減の活動として、重油燃料からCO2排出割合の

少ない電気・ガスへの転換を進めてきました。

2014年現在、エネルギー構成比率が最も高い（約8割）電気の

低減に重点を置き、CO2排出量の更なる低減に取り組んでいます。

電気
79.7%

LPG
9.4%

都市ガス
10.2%

重油等
0.7%

電力削減活動として、使用量の多い生産工程では、

工法改善や設備改善、設備更新等による電力削減を

進めています。

2014年度は、従来からのサイクル短縮等の工法改善、

高効率なトランスやエアーコンプレッサーへの更新等の

ほか、非稼働時の自動電源停止、生産関連の表示灯

や照明のＬＥＤ化にも取り組みました。

また、事務所等間接部門においても、空調温度設定や

運転時間管理の徹底、節電パトロールなど、電力使用

の見直し、適正化を継続して実施しています。

天井照明を水銀灯からＬＥＤ照明に切り替え、電力使用量を
削減しました。
また環境負荷物質の抑制も図っています。

【2014年度実施エリアの内、
１フロアLED照明37台の電力削減効果： △35,429kwh 】

水銀灯 ＬＥＤ照明

排出量 原単位
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VOC排出量と排出量原単位推移

781

337

770
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456506

1 ,115

383 369

13 .814 .0

26 .9

14 .315 .617 .3
19 .1

0

500

1,000

'00 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15
0

10
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資源循環

当社は全工場から出る排出物（廃棄物、有価物、再生物）のムダのない資源循環に努めています。廃棄物について
は、生産での効率的資源活用の指標として、廃棄物原単位を設定し低減に取り組んでいます。また、2002年に全工場
のゼロエミッション※4達成後は、樹脂類を中心とした再資源化を推進しています。

工場排出物の排出量と廃棄物原単位低減活動

2014年度工場排出物の排出量は6,299ｔ、この内、廃棄物※6

として処理した量は3,094ｔでした。

継続的に取り組んできた樹脂の不良ロス低減活動等

に よ り 、 廃 棄 物 原 単 位 （ 生 産 高 当 り 廃 棄 物 量 ） は 、

1.65ｔ/億円、基準年度(2008年度)比△9％となりました。

2012年度迄に再資源化率※5 95％以上という独自目標を設定し、再資源化向上（熱利用排出物低減）に取り組んで

きました。

2014年度は再資源化量5,972ｔ/年(a+b)であり、継続して再資源化率95%を維持出来ています。

※4 ゼロエミッション：工場から排出される不要物（排出物）の内、直接埋立処理される廃棄物がゼロの状態

再資源化の推進

環境負荷物質の管理と低減

生産において使用される塗料、薬品等の原材料や副資材には、環境負荷の原因となる化学物質が含まれているもの

があります。これら環境負荷物質に対し、取扱量、排出量の管理強化、更に、使用効率向上や代替化などの低減

活動を進めています。

PRTR法対象物質の管理

2014年度のPRTR法届出対象物質（第1種指定物質）は
トルエン、スチレン等の8物質で、これらの物質の取扱量は
505.9t/年、大気排出及び廃棄物等移動量は155.8ｔ/年と
なっています。

※1 PRTR法：
特定化学物質の環境への
排出量の把握等及び管理
の改善の促進に関する法律

2014年度PRTR法※1対象物質の排出・移動量

取扱量
505.9t

水域
0t

廃棄物等
移動量

12.2t

大気排出量

143.6t

VOC(揮発性有機化合物)の削減

当社のVOC排出量は(社)日本自動車部品工業会の
「環境自主行動計画」と整合させ、目標を「2015年までに
V O C 排 出 量 を 2 0 0 0 年 度 比 3 0 ％ 低 減 」 に 設 定 。
低減活動の結果、2014年度VOC排出量は2000年度比
69.8％低減となりました。又、VOC排出量原単位※2も前年
度比1.4％低減しています。
なお、有害大気汚染物質3物質※3は2003年3月全廃を
達成以降、使用実績はありません。

※2 生産金額あたりのVOC排出量
※3 有害大気汚染物質：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ､ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

環境負荷物質
低減WG設置

排出量

非揮発性洗浄剤
への切替え

排出量（ｔ） 排出量原単位
（kg/百万円）

年度

※6 廃棄物：処理費が発生し、処理業者へ処理委託している排出物量

6,299

3,094

1.65

0

2,000
4,000

6,000

8,000

'08 '09 '10 '11 '12 '13 '14

0

1

2
（t/億円）（ｔ）

年度

工場排出物量と廃棄物量（原単位）

■ 排出物 ■ 廃棄物 ● 廃棄物原単位

社内再資源化
(ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ)

再資源化
（ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）

b  5,531ｔ

熱利用
(ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ)

c 327ｔ
a 441ｔ

社外
排出物

工場排出物量（14年度）

目標

実績

年度

95

95

60

80

100

'02 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14

（%） 工場排出物の再資源化率

※5 再資源化率：再資源化量（a＋b）／排出物量（a＋b＋c）
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環境に配慮した物流

小糸製作所の物流は、製品をお客さまへお届けする製品納入物流と工場間の部品物流が大半を占め、トラック輸送

が中心です。この製品・部品の運搬は、主に関係会社のコイト運輸が担っています。

コイト運輸は2004年2月グリーン経営認証を取得、小糸製作所と連携し輸送事業の環境貢献型経営を目指し、

トラック輸送時のエネルギー削減、CO2削減、及び物流過程で排出する廃棄物低減を重点に環境負荷低減に努めて

います。

物流のエネルギー削減、ＣＯ２削減

小糸製作所の物流全体のCO2排出量は、

2006年4月に施行された改正省エネルギー

法に基づいた算出方法にて算定しています。

※ エネルギー原単位(kl/億円)：売上高（億円）あたりの物流エネルギー使用量（原油換算kl）

輸送時のエネルギー削減のために、徹底した車両の軽量化・エコタイヤの

採 用 、 安 定 し た 運 転 （ エ コ ド ラ イ ブ ） を 積 極 的 に 推 進 し て き ま し た 。

安定した運転は、徹底した教育が不可欠です。アイドリングストップの場所・

方法を細かく指示すると共に、安全運転技量向上のため、優秀ドライバーに

よる添乗指導を実施し、安全運転が結果として排出ガスの抑制につながる

ことを教育しています。

また排ガス規制が強化され、コイト運輸では、第３次排ガス規制対応車両を

１７台導入していますが、規制対応車両の排ガスシステムは複雑で、燃費

向上を維持するため、今まで以上に定期的な点検・整備を徹底しています。

これらの結果、昨年度の平均燃費は業界平均3.6km/ lを大きく上回る

5.41km/lを達成しました。

コ イ ト 運 輸 は こ れ ら の 取 り 組 み が 評 価 さ れ 、 「 平 成 2 6 年 度 環 境 大 臣

表彰」を受けました。

環境大臣賞表彰状

(千ｔ-CO2/年) 物流CO2排出量、エネルギー原単位の推移 (kl/億円）

2014年度はCO2排出量11.9千tと、輸送量

の増加や、輸送中継地点変更等の影響に

よ り 前 年 度 よ り 増 加 し た が 、 エ ネ ル ギ ー

原単位※は改善活動の効果もあり、1.78kl/

億円と前年度比△１％減となっています。今後、

更なる低減に努めて参ります。

11.9

1.78

0

5

10

15

'07 '08 '09 '10 '11 '12 13 14年度

0

1

2

エネルギー原単位※

CO2排出量

グリーン調達／グリーン購入

小糸製作所では、部品・材料のグリーン調達、事務用品等のグリーン購入に

努め、循環型社会構築に向けた取り組みを推進しています。

調達先を対象に、調達方針説明会、及び月々仕入先情報連絡会を開催、

環境関連法令の遵守や環境負荷物質規制への理解を深めています。

欧州廃車指令による環境負荷4物質（六価クロム・カドミウム・鉛・水銀）の

規制に対しては、調達先との相互協力により切替えを完了しています。

また、部品等に含まれる環境負荷物質については、環境負荷物質管理

データベースを構築し、管理の強化を図っています。 調達方針説明会

排出量 原単位
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赤外線有り 赤外線無し

社会的取り組み

安全性への取り組み

配光可変型ヘッドランプ（Adaptive Front Lighting System）

先進安全技術

夜間の視界・視認性向上は交通事故の低減に大きく寄与します。当社は「安全を光に託して」を企業メッセージに、

安全な夜間走行を追求し、先進技術を駆使した製品開発に取り組んでいます。当社の大きな特徴は光学・光源・機構

部品・電子制御を自社開発・生産することで、独創的で完成度の高い高度なランプシステムを提供している点です。

小糸製作所はランプの開発・生産を通じて、夜間のドライバー及び歩行者の安全と安心に貢献しています。

ハイビーム配光可変型ヘッドランプ（Adaptive Driving Beam）

夜間の運転を昼間と同じ明るさ・視界で行えたら、どんなに安全で快適な夜間ドライブができるでしょうか。

当社は走行状態・道路環境に応じて最適な光を提供する今までにないヘッドランプシステムの開発に取り組んでいます。

配光可変型ヘッドランプとは、走行状態等を車両センサーから検知し、

ロービームの配光パターンを自動的に切り替えるヘッドランプシステム

です。当社は２００３年に世界で初めて量産化しました。

ハイビーム配光可変型ヘッドランプ（ADB）とは、

ハイビームで走行中、対向車や前走車など

前方車両の位置を車載カメラで検知し、この

エリアのみを部分的に遮光するヘッドランプ

システムです。遮光の方式は光源を常時点灯

させ、シェードで遮光するメカ方式とLED光源

の一部を点/消灯するメカレス（アレイ）方式が

あります。

前方車両に眩しさを与えることなく、ドライバー

は常にハイビーム走行に近い視界を得ること

ができるため、歩行者、道路標識や遠方の

道路形状などが見やすくなり、安全に運転

することができます。

当社はこのADBを搭載したヘッドランプを

2012年に量産化しました。

直線 カーブ

近赤外線照射ランプ（暗視システム用赤外線投光器）

夜間走行時、赤外線とステレオカメラにより歩行者や障害物を検知し、警報ブザーや自動ブレーキで衝突を回避する

安全システムの一部として、当社はヘッドランプに内蔵する小型・省電力のLED赤外線投光器を開発しました。

ロービーム

目に見えない赤外線

ステレオカメラ

右ｶｰﾌﾞで右ﾗﾝﾌﾟが
右側最大15度照射

LEDアレイ方式ADB照射モード例（全自動制御）

ロービーム 複数部分遮光

電子スイブル機能歩行者スポット照射

ハイビーム
対向車及び先行車を
個別に遮光

歩行者への認知支援と
注意喚起

ハイビームでカーブ内側の
見たいところを明るく強調照射
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小糸グループとして国内／海外関係会社及び仕入先に対する現地での安全・防火・防災点検を、継続的、かつ計画

的に実施しています。

また年に数回、上記点検結果報告とあわせ、他社の災害発生状況や再発防止対策に対する情報展開を行うとともに、

安全ルールの再徹底等のための情報共有の場を設けています。

機械の安全対策／リスクアセスメントの実施による労働災害は年々減少していますが、

高齢者による転倒災害が発生しています。高齢者向けの教育を実施、また、不安全行動

による労働災害も散見することから、危険予知、安全体感機器を設置、毎年機器

を見直し、増設・入れ替えを行っています。

労働災害も交通事故も人が原因で発生することから、追突事故を防ぐため、フォークリフ

ト死角体感機を利用し、停止距離体感機を導入しました。意識が散漫な状態では停止距

離が伸びることを体感し、労働災害／交通事故防止を図っています。

安全の感性を持った人づくり

小糸製作所は、「安全はすべてに優先する」人間尊重の理念に基づき、

安全・安心で働きやすい職場づくりを、全員参加で目指しています。

休業度数率 ＝

労働災害による
休業者数

× 1,000,000

労働安全衛生

「安全はすべてに優先する」安全衛生の基本的考え方

2014年度は、下記重点展開事項に取り組みました。

・安全最優先の職場づくり（労働災害撲滅／交通安全）

・減災への対応強化（震災対応）

延労働時間数

小糸グループの安全・防火体制強化

減災（防火防災）体制の強化

※電気機械器具製造業度数率：厚生労働省ホームページより

防災機器訓練
（可搬ポンプ訓練）

減災対策として、東日本大震災の教訓に加え、内閣府発表の南海トラフ地震被害想定

に基づき、当社の対策を検証、対策の弱点把握を行い、本社・工場等の対策見直し／

強化を図りました。

・設備、什器の転倒・落下防止対策・避難通路確保等の維持管理状況の総点検の実施

・避難、消火活動など従来の防災訓練のほか、机上訓練を定期的に行い、突発事案へ

の臨機応変な対応力強化と行動基準の見直しを実施

・全従業員の安否確認システムの運用訓練を年３回、長期休暇異常確認を兼ね実施

・迅速かつ正確な初期消火を行うため消火器配置の見直し（火元、手元）に加え、

従業員全員に対して消火器使用訓練を実施（定期開催）

・富士山火山噴火に備えた啓蒙活動を実施

労働災害度数率（休業）

ブレーキ体感機
（停止距離の確認）

0

0.2

0.4

0.6

11年度 12年度 13年度 14年度

電気機械器具製造業※

小糸製作所
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0

5

10

15

従業員の交通安全への取り組み

定例年末交通安全講習
（徹底した刷り込み教育の実施）

外部講師による交通安全講習会
（専門知識を取り入れた教育）

管理者による交通立哨
（おもいやりライト運動）

衛生の取り組み

従業員が安心して働ける安全な職場づくりを目指し、下記の活動を継続的に行っています。

・定期健康診断１００％受診と特殊健康診断での職業性疾病ゼロの確認

・法定の作業環境測定の完全実施(有機溶剤、粉じん、特定化学物質取扱職場）による問題ないことの確認

・有機溶剤、粉じん取扱者への教育実施による災害、健康障害の防止

・集団感染予防活動（インフルエンザ：感染者記録と発生職場の感染防止、食中毒：食堂厨房の衛生点検実施）

・AEDは、より救命率を高めるため、１フロアー１台の設置を目標に増設中

また、化学物質の使用環境が増大している中、使用職場のリスクアセスメント実施とともに、リスク低減活動の一つとして

継続的なＳＤＳ（安全データシート）による危険性／有害性の安全教育を実施しています。

食堂厨房の衛生点検 ＡＥＤ設置インフルエンザ感染率

2014年 2015年
11月 12月 1月 2月 3月

（％）

全国

当社

自動車関連企業の一員として、従業員一人ひとりが交通安全の自覚を持ち、事故防止、交通ルールを遵守するため、

社内外講師による交通安全教育や、交通立哨指導、啓蒙活動等を実施しています。

全従業員や管理者を対象とした交通安全教育に加え、通勤車両別、年齢別に事故状況の解析を行い、二輪車、若年層

（２５歳以下）に重点を絞った特別教育を継続的に実施しています。

更には社用車に設置したドライブレコーダー画像を、不安全運転の指導や職場交通KY教育の教材として活用しています。

また、通退勤時のヒヤリハット情報に基づき工場周辺道路の交通危険ポイントのホームページへの掲示、管理職による

立哨指導の実施、おもいやりライト運動(早期ヘッドライト点灯)への参画等、更なる運転マナーと交通安全意識の向上を

図っています。
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小糸製作所では各ステークホルダーに当社の環境への取り組みをご理解いただくため、 2001年度から「環境報告書」

を発行するともに、以下の活動により、地域住民の方々との交流を深めています。

コミュニケーション

各工場の地域活動への参加

持続可能な社会構築には、多くのステークホルダーとの連携が不可欠です。小糸製作所では、社員一人ひとりが良き

企業市民として、地域社会の活性化、環境美化などの社会貢献活動に継続して取り組んでいます。

社会貢献活動

地域の環境美化活動

地域社会の一員として、各工場で継続して工場周

辺の清掃活動等を実施、環境美化・保護に努め

ています。

2014年度も、各工場での清掃活動や、世界文化

遺産に登録された三保松原での下草刈りに

小糸製作所の従業員も参加しています。

各工場では、地域住民との懇談会や、夏祭りでの周辺自治会への開放などを定期的に開催しています。

また、地域住民を対象とした工場見学や、小・中学生を対象とした子供参観日などを実施しました。

今後も、積極的に地域社会とのコミュニケーションに努めていきます。

三保松原の下草刈り 海岸清掃活動

地域住民との懇談会夏祭り

榛原工場 地元小学生のどんぐり拾い子供参観会
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小糸グループの環境負荷低減取り組み状況

注）CO2算定については、14年度エネルギー使用実績に基づき、
小糸製作所で使用しているCO2排出係数により算定

小糸製作所では、グループ各社の環境月報により、環境コンプライアンス状況の把握及び環境負荷の算定を行って

います。地球温暖化対策ではエネルギー起源のCO2排出量、資源循環としては工場からの排出物量（廃棄物、有価物、

再生物）を把握し、小糸グループ全体での環境負荷低減に努めています。

地球温暖化対策

資源循環

354
千ｔ‐CO2

7,655
千GJ

小糸グループCO2排出量(14年度) 小糸グループの使用エネルギー構成(14年度)

電気

都市
ガス

その他

小糸製作所

国内
関係会社

海外
関係会社

73%

18%

9%

90%

7%

小糸グループ工場排出物量(14年度)

27千ｔ

小糸グループの工場廃棄物・有価物・再生物(14年度)

27千ｔ

小糸製作所

国内
関係会社

海外
関係会社

廃棄物有価物

再生物

23%

15%

62% 40%50%

10%

3%

小糸グループ環境活動

安全・環境現地点検
（インディア・ジャパン・ライティング：インド）

小糸グループの関係会社では、小糸グループ行動憲章の「人と地球に

やさしいものづくり」を基本とし、各国・地域の状況をふまえた環境

保全活動を推進しています。

「地球温暖化防止」、「環境負荷物質低減」、「資源循環」の３つを最重要

課題と認識し、環境負荷低減に取り組んでいます。

小糸グループ関係会社における環境マネジメントシステムの構築や環境

認証取得を進め、グローバルな事業展開に合わせた環境保全体制の

充実を図っています。

関係会社において現地安全・環境点検を実施し、環境管理体制や環境

保全活動について協議するとともに、現地との環境コミュニケーションの

強化を図っています。



小糸製作所 環境報告書2015 18

海外関係会社の取り組み

ノース・アメリカン・ライティング・インク（米国）

塗装ブース廃液処理装置導入による水の再利用

ノース・アメリカン・ライティング・アラバマ工場では、

塗装ブース廃液は、従来、廃液全体を処理してい

ましたが水とスラッジを分離する装置を導入、水の

再利用を可能にし、年間８６万リットルの水を削減

しました。

ＰＴ．インドネシア・コイト（インドネシア）

ＬＰＧ供給 ＬＮＧ供給

燃料ガス変更によるＣＯ２排出量削減

CO2排出量削減の取り組みとして、使用燃料を

ＬＰＧ(液化石油ガス)から、よりCO2排出係数の

低いＬＮＧ(液化天然ガス)に切り替えを実施する

ことにより年間２６（ｔ－CO2／年）のCO2削減

効果につなげています。

ノース･アメリカン・ライティング・メキシコ（メキシコ）

工場排出水の再利用推進

排水処理装置

工場から排出される排水を、排水処理

装置で処理・再生し、工場外周の緑化

地域への散水用として有効活用すること

で、年間２４万リットルの水購入量を低減

しています。

ＬＰＧタンク ＬＮＧ ガバナ室

廃液処理装置
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国内関係会社の取り組み

光技術を応用した省エネ製品展開

小糸グループ各社では、光技術をさまざまな分野の製品に応用し、
提供しています。

〔コイト電工株式会社〕

LED投光器

LED投光器 [OPTIS BEAM]
福岡ヤフオク！ドーム照明設置例

コイト電工はＬＥＤを光源とする屋外照明の開発・販売を展開してい

ます。2015年1月には、福岡 ヤフオク！ドームにLED投光器を納入

しました。

設置されたLED投光器はメタルハライドランプ2.0kW相当344台、

1.5kW相当210台、1.0kW相当114台の計668台で、バッテリー間

2,500lx、内野2,000lx、外野1,650lxでドーム球場内を照明しています。

消費電力は、従来のメタルハライドランプに比べ約58％の省エネ

効果、光源（LEDモジュール）寿命は約6.6倍の40,000時間とメンテ

ナンス性も向上、また蓄積してきた照明設計ノウハウを生かし、

グレア（まぶしさ）の少ない空間を実現しています。

瞬時点灯・調光制御機能を組み合わせることで、多彩なイベント

シーンへの活用が広がり、ヤフオク！ドームが、更に魅力溢れる

エンターテイメント空間になりました。

〔日星工業株式会社〕

1.0/1.5kW相当 2.0kW相当

小糸グループ環境認証等取得状況

国内関係会社

ISO14001

小糸九州㈱

アオイテック㈱

静岡電装㈱

日星工業㈱

藤枝オートライティング㈱

静岡ワイヤーハーネス㈱

ＫＩホールディングス㈱

コイト電工㈱

エコアクション21
榛原工機㈱

静岡金型㈱

グリーン経営認証 コイト運輸㈱

11社

海外関係会社

ISO14001

ノース・アメリカン・ライティング・インク (米国)

コイト・ヨーロッパ・リミテッド (英国）

コイト・チェコ s.r.o. (チェコ)

上海小糸車灯有限公司 (中国)

広州小糸車灯有限公司 （中国）

福州小糸大億車灯有限公司 (中国)

タイ・コイト・カンパニー・リミテッド (タイ)

PT. インドネシア・コイト（インドネシア）

大億交通工業製造股份有限公司 (台湾)

インディア・ジャパン・ライティング・プライベート・リミテッド (インド)

10社

小糸グループでは、生産拠点を中心に海外関係会社10社を含めた21社がISO14001等の環境認証を取得しています。

従来、夜間の工事現場等で使用されていたガソリン式発電機の照明に

対し、ＺＥＲＯライト静夜〔ＬＥＤフィールドライト〕はＬＥＤランプとリチウム

イオンバッテリーを搭載し、使用時の騒音・振動ゼロ、CO2排出ゼロを実現

しました。また、1人でも運搬可能な業界最軽量の〔LEDフィールドライトS〕

もラインナップしました。

これにより屋内、夜間イベント等使用できるフィールドが広がりました。

ZEROライト静夜
〔LEDフィールドライト〕〔LEDフィールドライトS〕
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環境データ

(dB)

区分 規制値 測定値

昼間 ６５ ５２

夜間 ５５ ５０

静岡工場

水質

所在地
生産品目

従業員数

大気

騒音 臭気

各測定ポイントの測定値のうち最大値を記載

各施設の測定値のうち最大値を記載

(下水道法規制項目)

その他の水質規制対象項目は定量下限値以下でした。

区分 規制値 測定値

臭気指数 １０ １０未満

所在地 ：静岡県牧之原市菅ヶ谷９３３番１
生産品目：ヘッドランプ
従業員数：481名（2015年3月31日現在）

所在地 ：静岡県牧之原市坂部３４０７番地
生産品目：ヘッドランプ、リアコンビネーションランプ、標識灯
従業員数：666名（2015年3月31日現在）

榛原工場

水質 (水質汚濁防止法規制項目)

大気

その他の水質規制対象項目は定量下限値以下でした。

各施設の測定値のうち最大値を記載

騒音

隣接する東名高速道路
騒音の影響が大きく
測定不可。

相良工場

水質 (水質汚濁防止法規制項目)

その他の水質規制対象項目は定量下限値以下でした。

騒音

各測定ポイントの測定値のうち最大値を記載

大気

臭気

各施設の測定値のうち最大値を記載

区分 規制値 測定値

臭気指数 １５ １０未満

臭気

区分 規制値 測定値

臭気指数 １５ １０未満

所在地 ：静岡県富士市中之郷２３４０番地
製造品目：樹脂成形用金型
従業員数：111名（2015年3月31日現在）

富士川工機工場

※生活系の排水のみであり浄化槽にて処理。排水処理施設は
ありません。

各測定ポイントの測定値のうち最大値を記載

騒音 臭気

区分 規制値 測定値

臭気指数 １５ １０未満

：静岡県静岡市清水区北脇５００番地
：ヘッドランプ、各種バルブ

航空機器部品、電子機器等
：2,520名（2015年3月31日現在）

(dB)

区分 規制値 測定値

昼間 ７０ ５７

夜間 ６０ ５４

項　目 平　均 最　大

ほう素及びその化合物 １０ mg/ℓ ０．０５ ０．０５

ふっ素及びその化合物 ８ mg/ℓ ０．１ ０．１

亜鉛及びその化合物 ２ mg/ℓ ０．０４ ０．０４

鉄及びその化合物（溶解性） １０ mg/ℓ ０．１９ ０．２２

マンガン及びその化合物（溶解性） １０ mg/ℓ ０．０３ ０．０３

温度 ４０ ℃ ２４ ２９

ｐＨ（水素イオン濃度） ７．０ ６．８～７．２

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） ３００ mg/ℓ ９７ １８０

SS（浮遊物質量） ３００ mg/ℓ ２４ ３７

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 ３０ mg/ℓ ２．０ ２．９

沃素消費量 ２２０ mg/ℓ １７ ３９

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素含有量

３８０ mg/ℓ ８．２ １１

規 制 値

５．７～８．７

項　目 平　均 最　大

ｐＨ（水素イオン濃度） ７．２ ６．８～７．７

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） ２５ mg/ℓ ２．１ ８．６

SS（浮遊物質量） ５０ mg/ℓ ６．７ １１

銅含有量 １ mg/ℓ ０．０２ ０．０２

亜鉛含有量 ２ mg/ℓ ０．０５ ０．１３

溶解性鉄含有量 １０ mg/ℓ ０．１５ ０．２１

溶解性マンガン含有量 １０ mg/ℓ ０．０３ ０．０５

フェノール類 ５ mg/ℓ ０．０７ ０．０８

大腸菌群数 ３０００ 個/cm
3 ４６ ３２０

窒素含有量 １２０ mg/ℓ １３ １４

燐含有量 １６ mg/ℓ ２．４ ２．４

ほう素及びその化合物 １０ mg/ℓ ０．０３ ０．０３

アンモニア、アンモニア化合物､
亜硝酸化合物、硝酸化合物

１００ mg/ℓ １１ １２

規 制 値

５．８～８．６

項　目 平　均 最　大

ｐＨ（水素イオン濃度） ７．１ ６．８～７．４

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） ２５ mg/ℓ ２．６ １３

SS（浮遊物質量） ５０ mg/ℓ ５．９ ２５

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 ５ mg/ℓ １．３ １．３

亜鉛含有量 ２ mg/ℓ ０．０８ ０．１１

溶解性鉄含有量 １０ mg/ℓ ０．０６ ０．０７

溶解性マンガン含有量 １０ mg/ℓ ０．０２ ０．０２

大腸菌群数 ３０００ 個/cm
3 ３ ２９

窒素含有量 １２０ mg/ℓ ４．８ ７．９

燐含有量 １６ mg/ℓ １．３ １．３

アンモニア、アンモニア化合物､
亜硝酸化合物、硝酸化合物

１００ mg/ℓ ４．１ ６．９

規 制 値

５．８～８．６

(dB)

区分 規制値 測定値

昼間 ７０ ５８

夜間 ６０ ５７

施設の種類 燃料 項 目 測定値

ばいじん量 ０．１ g/Nm
3 ０．００１未満

硫黄酸化物(SOX) ３．５ (K値) ０．０６１未満

窒素酸化物濃度(NOX) １５０ ppm ６４

ばいじん量 ０．０５ g/Nm
3 ０．００１未満

硫黄酸化物(SOX) ３．５ (K値) ０．０１１未満

窒素酸化物濃度(NOX) ７０ ppm ３５

規制値

ボイラー

　　　３台
都市ガス

ガスタービン 都市ガス

施設の種類 燃料 項 目 測定値

ばいじん量 ０．１ g/Nm
3 ０．００１未満

硫黄酸化物(SOX) １７．５ (K値) ０．０１０未満

窒素酸化物濃度(NOX) １５０ ppm ８８

規制値

ボイラー

　　　４台
LPG

施設の種類 燃料 項 目 測定値

ばいじん量 ０．３ g/Nm
3 ０．００６

硫黄酸化物(SOX) １７．５ (K値) ０．１９８

窒素酸化物濃度(NOX) １８０ ppm １０５

ばいじん量 ０．１ g/Nm
3 ０．００１未満

硫黄酸化物(SOX) １７．５ (K値) ０．０１３未満

窒素酸化物濃度(NOX) １５０ ppm ６８

規制値

ボイラー

　　　３台
LPG

ボイラー

　　４台
A重油
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投資額 費用額 投資額 費用額 投資額 費用額

公害防止コスト
・排水処理関連設備更新保全
・公害防止のための測定、点検、人件費　等

21 87 37 83 9 7

地球環境保全コスト
・エネルギー高効率設備への更新導入
・工場内緑地管理　　等

69 10 146 10 1 1

資源循環コスト
・廃棄物、リサイクル処理
　委託費用　等

- 124 - 108 - 59

（小計） 90 221 183 201 10 67

・環境保全に資する製品に関わる設備投資
　（省エネ製品、有害物質フリー製品　等） 206 - 193 1 12 -

・環境マネジメントシステム審査に関わる
  費用
・環境負荷監視のためのコスト　等

- 3 - 4 - 8

・環境保全に資する製品等の研究開発コスト、
・製品等の製造段階における環境負荷物質
  抑制のための研究開発コスト

- 259 - 264 - -

・事業所周辺等の清掃活動等 - - - - - 1

－ - - - - - -

296 483 376 470 22 76

2014年度実績
（百万円）

社会活動コスト

環境損傷対応コスト

2013年度実績
（百万円）

779

管理活動コスト

2014年度
取り組み内容

2014年度実績
（百万円）

研究開発コスト

事業エリア内
コスト

98

小糸製作所 関係会社

分類

846
合計

上・下流コスト

地球温暖化防止 CO2排出量の低減量 1,058 926

PRTR対象物質
取扱低減量 54 41

VOC(揮発性有機
化合物)排出低減量 32 58

資源循環
社内再資源化量の
増加量 5

項　目
小糸製作所

効果(t)

関係会社
内　容

効果(t)

-

環境負荷物質

備考：数値はt(トン)未満を四捨五入しています。

環境負荷物質
VOC低減に伴う
洗浄剤有機化合物
購入費用低減効果

20

資源循環
有価物の売却収益
増加額 2 73

22 73

-

合　計

効果(百万円)

備考：数値は百万円未満を四捨五入しています。

項　目
効果(百万円)

内　容
小糸製作所 関係会社

小糸製作所では、環境保全活動の効率化を図るため、環境保全に投入したコストと、その結果得られた効果を

｢環境会計」として定量的に把握・評価しています。

環境保全コスト

環境保全効果

※集計対象とした国内関係会社10社：
小糸九州㈱、アオイテック㈱、静岡電装㈱、日星工業㈱、藤枝オートライティング㈱、静岡ワイヤーハーネス㈱、
榛原工機㈱、静岡金型㈱、ＫＩホールディングス㈱、コイト電工㈱

環境保全対策に伴う経済効果

① “－”表示は百万円未満又は該当しない項目です。
②設備投資の減価償却費は費用額に含めておりません。

算出にあたって、環境省のガイドライン等を参考に、当社の基準に基づき集計しています。
「環境保全効果」、「環境保全対策に伴う経済効果」は、環境保全コストの投資や費用によってもたらされる直接的効果

を算出しています。
製造を主体とする国内関係会社10社※の環境保全コスト、効果は、環境保全に要したコストとして明確に把握できるもの
のみを計上しています。

備考：

環境会計
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海外関係会社

事業拠点 国内関係会社

小糸九州株式会社（佐賀県佐賀市）

コイト運輸株式会社（静岡県静岡市）

アオイテック株式会社（静岡県浜松市）

静岡電装株式会社（静岡県静岡市）

日星工業株式会社（静岡県静岡市）

藤枝オートライティング株式会社（静岡県藤枝市）

静岡ワイヤーハーネス株式会社（静岡県静岡市）

榛原工機株式会社（静岡県牧之原市）

静岡金型株式会社（静岡県藤枝市）

コイト保険サービス株式会社（東京都港区）

竹田サンテック株式会社（静岡県静岡市）

株式会社ニュー富士（静岡県富士宮市）

ＫＩホールディングス株式会社 （神奈川県横浜市）

コイト電工株式会社（静岡県駿東郡長泉町）

ミナモト通信株式会社（神奈川県横浜市）

丘山産業株式会社（群馬県邑楽郡大泉町）

本社

〒108-8711

東京都港区高輪四丁目８番３号

TEL： 03-3443-7111（代表）

FAX： 03-3447-1520

工場

静岡工場（静岡県）

榛原工場（静岡県）

相良工場（静岡県）

富士川工機工場（静岡県）

海外事務所

デトロイト事務所 (米国)

シアトル事務所 (米国)

国内営業拠点

東 京 支 店
北 関 東 支 店
豊 田 支 店
大 阪 支 店
広 島 支 店

① ノース・アメリカン・ライティング・インク （米国）

② ノース・アメリカン・ライティング・メキシコ （メキシコ）

③ コイト・ヨーロッパ・リミテッド （英国）

④ コイト・チェコ s.r.o. （チェコ）

⑤ 上海小糸車灯有限公司 （中国）

⑥ 広州小糸車灯有限公司 （中国）

⑦ 湖北小糸車灯有限公司 （中国）

⑧ 福州小糸大億車灯有限公司 （中国）

⑨ タイ・コイト・カンパニー・リミテッド （タイ）

⑩ PT. インドネシア・コイト （インドネシア）

⑪ 大億交通工業製造股份有限公司 （台湾）

⑫ インディア･ジャパン･ライティング･プライベート･リミテッド （インド）

⑬ KPS N.A., INC. （米国）

⑭ 常州小糸今創交通設備有限公司 （中国）

小糸製作所「環境報告書2015」をご覧いただき、

ありがとうございました。

「環境報告書2015」は、当社の環境保全活動について

具体的事例や数値に基づいてまとめ、より多くの皆様に

ご理解いただけるようるよう心がけて作成いたしました。

今後とも環境保全活動を改善し、環境報告書を充実して

参りたく考えておりますので、ご意見等ございましたら

右記までご連絡いただきますようお願い申し上げます。

TEL : 054-345-2119       FAX : 054-347-6635

E-Mail : eco@koito.co.jp

事業拠点・関係会社一覧

おわりに

お問合せ先

株式会社 小糸製作所
安全環境部

〒424-8764 静岡県静岡市清水区北脇５００番地

小糸製作所 ホームページ

http://www.koito.co.jp

パーツセンター

小糸パーツセンター (静岡県)

札 幌 営 業 所
仙 台 営 業 所
北関東営業所
太 田 営 業 所
東 京 営 業 所
厚 木 営 業 所

静 岡 営 業 所
名古屋営業所
大 阪 営 業 所
福 岡 営 業 所
新 潟 出 張 所
朝 霞 出 張 所

横 浜 出 張 所
静 岡 出 張 所
岡 山 出 張 所
九 州 出 張 所


